
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日
本
維
新
の
会
は
日

野

市

議

会

議

員

選

挙 

（
２
月
１
１
日
告
示
、
２

月
１
８
日
投
票
）
に
新
人

で
元
議
員
秘
書
の
伊
東

ひ
で
あ
き
さ
ん
の
公
認

を
決
定
し
て
い
ま
す
。 

伊
東
ひ
で
あ
き
さ
ん

が
調
査
し
た
日
野
市
政

の
課
題
を
聞
き
、
身
を
切

る
改
革
で
捻
出
で
き
る

財
源
で
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
向
上
さ
せ
る
決
意
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

 

伊
東
ひ
で
あ
き
さ
ん
は

日
野
市
の
高
す
ぎ
る
下
水

道
料
金
を
指
摘
。 

一
覧
表
で
周
辺
自
治
体

の
主
な
下
水
道
料
金
を
示

し
て
い
ま
す
が
、
日
野
市
の

下
水
道
料
金
が
い
か
に
高

い
か
わ
か
り
ま
す
。 

４
人
家
族
の
平
均
的
な

使
用
量
で
下
水
道
料
金
を

比
較
し
た
と
こ
ろ
、
例
え
ば

府
中
市
は
ひ
と
月
当
た
り

伊東ひであき 
日
野
市
政
の

課
題 

税
込
み
で
８
７
６
円
、
調
布

市
は
１
１
９
３
円
、
立
川
市

が
１
５
４
９
円
で
す
。 

           

で
は
水
道
料
金
（
上
水

道
）
は
ど
う
か
。 

昭
島
市
や
羽
村
市
な
ど

水
道
事
業
を
独
自
に
行
っ

て
い
る
一
部
の
自
治
体
を

除
き
水
道
料
金
は
同
一
料

金
で
す
。 

実
は
水
道
事
業
は
東
京

都
が
行
っ
て
い
る
の
で
水

道
料
金
の
地
域
間
格
差
が

あ
り
ま
せ
ん
。 

と
こ
ろ
が
下
水
道
事
業

は
各
自
治
体
が
行
っ
て
い

る
た
め
、
自
治
体
ご
と
に
料

金
が
異
な
り
ま
す
。 

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
直
結

す
る
下
水
道
料
金
に
地
域

間
格
差
が
生
じ
る
原
因
は

こ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。 

下
水
道
料
金
が
安
い
府

中
市
に
比
べ
て
、
表
の
中
で

高
す
ぎ
る
下
水
道
料
金 

 

一
覧
で
明
ら
か
な
よ
う

に
、
伊
東
ひ
で
あ
き
さ
ん

は
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

も
日
野
市
に
は
ま
だ
ま
だ

改
善
の
余
地
が
あ
る
と
話

し
ま
す
。 

ま
た
全
国
的
に
当
た
り

前
と
な
り
つ
つ
あ
る
中
学

卒
業
ま
で
の
医
療
費
助
成

に
つ
い
て
も
日
野
市
で
は

昨
年
１
０
月
か
ら
自
己
負

担
が
な
く
な
り
ま
し
た
が

依
然
と
し
て
所
得
制
限
が

課
さ
れ
る
な
ど
斬
新
さ
に

欠
け
て
い
ま
す
。 

朝
日
新
聞
の
調
査
「
認

可
保
育
園
に
入
り
に
く
い

自
治
体
」
で
多
摩
地
区
３

位
と
な
る
な
ど
、
日
野
市

に
は
多
く
の
政
策
課
題
が

あ
り
ま
す
。 

伊
東
ひ
で
あ
き
さ
ん
は

ま
ず
は
行
政
が
身
を
切

り
、
そ
こ
で
生
み
出
さ
れ

る
お
金
で
日
野
市
政
を
変

え
て
い
き
た
い
と
決
意
を

新
た
に
し
て
い
ま
す
。 
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最
も
高
い
日
野
市
は
、
４
人

家
族
の
平
均
的
な
使
用
量

で
１
カ
月
１
４
０
２
円
、 

年
間
で
１
万
７
千
円
も
多

く
下
水
道
料
金
を
支
払
っ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
負
担
感
を
ど
う
考

え
る
の
か
。
今
こ
そ
市
民
が

声
を
上
げ
る
と
き
に
来
て

い
る
と
伊
東
ひ
で
あ
き
さ

ん
は
語
り
ま
す
。 

  

日
本
維
新
の
会
は
全
国

各
地
で
身
を
切
る
改
革
を

断
行
し
て
い
ま
す
。 

ま
ず
は
市
長
が
自
身
の

給
与
と
退
職
金
を
カ
ッ
ト

す
る
。
そ
う
す
る
と
市
議
会

議
員
も
そ
れ
に
従
う
。 

市
役
所
の
雰
囲
気
が
変

わ
り
、
職
員
の
意
識
も
変
わ

り
、
や
が
て
は
行
政
全
体
が

身
を
切
る
改
革
を
実
践
し

て
い
き
ま
す
。 

こ
の
身
を
切
る
改
革
で

生
ま
れ
た
財
源
を
幼
児
教

育
の
無
償
化
、
中
学
生
の
塾

代
助
成
、
私
立
高
校
ま
で
の

授
業
料
実
質
無
償
化
に
充

て
る
自
治
体
が
続
々
と
登

場
し
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
右
下
の
一
覧
は

自
治
体
に
よ
る
高
齢
者
の

お
む
つ
代
助
成
額
で
す
。 

身
を
切
る
改
革 

インタ 

ビュー 

新 

春 

下水道料金
（円）

府中市を
１とすると

府中市 876 1.0

調布市 1,193 1.4

三鷹市 1,466 1.7

立川市 1,549 1.8

国立市 1,760 2.0

日野市 2,278 2.6
 

東
京
都
水
道
局
の
情
報
を
も
と
に
伊
東
ひ
で
あ
き
が
作
成 

高
齢
者
お
む
つ
代
助
成
額
（
要
介
護
状
態
に
よ
り
異
な
る
） 

助成額
（円）

葛飾区 9,000

多摩市 8,000

世田谷区 5,000

あきる野市 5,000

西東京市 4,500

日野市 4,100

 

２０１８.１号外 

発行者 日本維新の会 

発行元 東京都日野市 

多摩平２－１２－４ 

042-848-1908（FAX 兼） 

www.itohideaki.tokyo 
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日
本
維
新
の
会
は
規
制

改
革
政
党
で
す
。 

こ
こ
で
は
日
本
維
新
の

会
が
掲
げ
る
規
制
改
革
・
地

方
分
権
に
対
す
る
政
策
課

題
１
０
項
目
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。 

 ①
規
制
緩
和
を
断
行
し
、
新

た
な
民
間
活
力
を
育
成
し

産
業
の
振
興
と
経
済
の
活

性
化
を
図
る
。 

②
保
育
サ
ー
ビ
ス
・
介
護 

サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
各
種

規
制
を
緩
和
し
、
地
域
の
実

規
制
改
革
・
地
方
分
権 

情
に
応
じ
た
保
育
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
可
能
と
な
る

よ
う
地
方
に
権
限
を
移
譲

す
る
。 

③
医
療
、
介
護
及
び
保
育

に
関
わ
る
事
業
へ
株
式
会

社
参
入
を
可
能
と
す
る
。

女
性
が
子
育
て
し
な
が
ら

働
き
続
け
る
た
め
多
様
な

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
障
壁

と
な
る
規
制
を
緩
和
。 

④
株
式
会
社
の
農
地
所
有

を
解
禁
す
る
。 

 

⑤
既
得
権
化
し
て
い
る
電

波
の
割
り
当
て
を
競
争
を

原
則
と
し
た
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
等
を
活
用
し
、
再
配
分

す
る
。 

⑥
大
規
模
災
害
時
に
は
被

災
地
方
公
共
団
体
の
長
に

復
旧
復
興
に
つ
い
て
の
一

部
権
限
を
時
限
的
に
委
譲

す
る
。 

⑦
教
育
行
政
に
つ
い
て
、

国
と
地
方
の
役
割
分
担
を

見
直
し
地
方
の
判
断
で
適

切
な
体
制
を
選
択
で
き
る

よ
う
に
す
る
。 

⑧
社
会
経
済
活
動
に
関
す

伊東ひであき 昭和３５年８月２０日生 

日野市多摩平在住 妻と長女、長男の４人家族 

麻布大学獣医学部卒、農薬会社の研究所(研究員)

専門は実験動物学、元議員秘書 

日野市多摩平三丁目南自治会 会長  日野市消防団第三分団三部 団員 

日野市立第六小学校地域防災会 会長 日野市立第六小学校 評議員 

日野市立第四中学校アクションプラン実行委員 日野市立第四中学校 青少年育成会協力 

神奈川県立菅高校OB会(菅の根会)会長(平成24年度神奈川県立菅高等学校PTA会長歴任) 

＊地域防災対策、少子化・高齢化対策、教育、ペット関連政策に注力 

伊東ひであきさん

本当の実務家です 

参議院議員・女優 

石井苗子
み つ こ

 

る
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け

る
徹
底
し
た
規
制
の
撤
廃

及
び
緩
和
の
た
め
の
措
置

に
関
す
る
法
律
を
制
定

し
、
我
が
国
経
済
の
成
長

の
促
進
を
阻
害
す
る
規
制

は
原
則
撤
廃
、
撤
廃
し
な

い
こ
と
と
す
る
規
制
に
関

し
て
は
そ
の
理
由
を
国
会

に
報
告
す
る
。 

⑨
道
州
制
へ
の
移
行
の
た

め
の
改
革
を
推
進
す
る
た

め
、
統
治
機
構
抜
本
改
革

基
本
法
を
制
定
す
る
。 

⑩
近
い
将
来
予
測
さ
れ
る

東
京
都
周
辺
の
大
災
害
に

備
え
、
首
都
機
能
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
と
し
て
副
首
都

を
定
め
多
極
分
散
型
国
家

を
実
現
す
る
。 

  
日
本
維
新
の
会
は
日
野

市
が
身
を
切
る
改
革
を
断

行
し
、
な
に
よ
り
も
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上

を
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 

日
本
維
新
の
会
の
政
策

に
日
野
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

伊東ひであき 
事務所開きのご案内 

日野市議会議員選挙 

２月１１日告示 

２月１８日投票 

日時 １月２８日（日）１２：００～ 

場所 日野市多摩平２－１２－４ 
ＪＲ中央線 豊田駅北口 徒歩３分 


